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1984年神戸大学医学部卒業。89年同
大学大学院医学研究科博士課程修了。
神戸大学大学院医学研究科教授、同
大 学 医 学 部 附 属 病 院 長 などを経て
2021年より現職。日本泌尿器科学会
理事長など歴任。国産の手術支援ロ
ボット「hinotori」の開発に携わり、
１例目の手術を執刀、成功させる。

　世界に開かれた国際港湾都市に位置する神戸大学は、「真
摯・自由・協同」の学風のもと、「学理と実際の調和」を
建学の精神として発展を続け、わが国有数の総合研究大学
として昨年創立120周年を迎えました。人文・人間科学系、
社会科学系、自然科学系、生命・医学系の諸分野の強みを
発揮して社会の課題解決に貢献するとともに有意な人材を
多数輩出してきました。
　さらなる進化に向け、「知と人を創る異分野共創研究教
育グローバル拠点」を長期ビジョンに、「デジタルバイオ
＆ライフサイエンス・リサーチパーク（DBLR）」構想を
推進するなど、従来の学術系列を超えた学際的な新領域の
開拓に努め、「世界最高水準の研究教育拠点」の形成を目
指しています。

「
異
分
野
共
創
研
究
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
」
と
し
て

世
界
水
準
の
研
究
総
合
大
学
を
目
指
し

現
代
と
未
来
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
人
材
を
育
成
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学
理
と
実
際
の
調
和
を
理
念
に

４
つ
の
学
術
分
野
の
強
み
を
発
揮

　

国
際
戦
略
港
・
神
戸
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

構
え
る
神
戸
大
学
は
、
開
放
的
で
国
際
性

に
富
む
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
を
持
ち
、

進
取
と
自
由
の
精
神
が
み
な
ぎ
る
学
府
で

す
。
前
身
の
神
戸
高
商
時
代
の
「
真
摯
・

自
由
・
協
同
」
の
精
神
を
継
承
し
、「
学

理
と
実
際
の
調
和
」
を
建
学
の
理
念
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
解
決
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。
人
文
・
人
間
科
学
系
、

社
会
科
学
系
、
自
然
科
学
系
、
生
命
・
医

学
系
と
い
う
４
つ
の
分
野
に
お
け
る
強
み

を
活
か
し
、「
知
と
人
を
創
る
異
分
野
共

創
研
究
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
」
と
し
て

進
化
・
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　

藤
澤
正
人
学
長
は
、「
世
界
最
高
水
準

の
異
分
野
共
創
型
教
育
研
究
拠
点
を
構
築

し
、
現
代
と
未
来
社
会
の
課
題
を
解
決
で

き
る
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に

新
た
な
価
値
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
神
戸
市
と

の
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
強
化

を
は
じ
め
自
治
体
や
地
元
の
企
業
を
含
む

産
業
界
な
ど
と
の
産
官
学
連
携
の
推
進
に

学
と
工
学
が
連
携
す
る
「
先
端
的
医
療
機

器
・
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
る
大
学
院
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
学
部
や
大
学
院
、
セ
ン
タ
ー
が
互
い
に

密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
独
創
的
・
学
際

的
な
教
育
・
研
究
を
実
施
し
て
い
る
の
が

神
戸
大
学
の
特
徴
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
４
地
区
あ
り
、
メ
イ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
六
甲
台
地
区
も
４
カ
所

に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
藤
澤
学
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が

『
学
び
た
い
時
に
、
学
び
た
い
こ
と
を
、

学
び
た
い
人
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
環
境
』
を
整
え
る
必
要
性
を
認
識
さ
せ

て
く
れ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
メ
タ

バ
ー
ス
も
視
野
に
入
れ
て
４
つ
の
地
区
を

結
ぶ
理
想
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ン
パ

ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

神
戸
大
学
で
は
専
攻
分
野
を
深
め
な
が

ら
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
横
断
的
な
知
識

も
習
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
多
数
用

意
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
酒
学
や

阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
地
域
と
関
係
深

い
科
目
が
数
多
く
開
講
さ
れ
て
い
る
の
を

は
じ
め
、
国
際
協
力
の
た
め
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）、
環
境
問
題
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
と
関
係
の
深
い
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
デ
ジ
タ
ル

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
に
対
応
し

た
ス
キ
ル
の
涵
養
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
文
系
・
理
系
に
関
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
学
部
学
生
に
「
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
  （2）

」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
社
会
が
大
学
に

何
を
求
め
て
い
る
か
を
見
極
め
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
大
学

の
研
究
・
教
育
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
生
・
教
職
員
ら
構
成
員

一
人
ひ
と
り
が
、
教
育
研
究
・
業
務
に
持

て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な

キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
そ
の
象
徴
が
昨
年
開
設
し
た
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
ヘ
ル
ス
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
で
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
存
在
し

て
い
た
各
組
織
を
束
ね
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
、
障
害
の

あ
る
学
生
の
修
学
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
昨

年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
推
進
本
部
で
す
。
４
大
学
術
系
列
の
リ

ソ
ー
ス
と
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

誰
も
が
心
豊
か
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
べ
く
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
同
年
11
月
に
は
、
同
本
部
の

「
研
究
・
社
会
実
装
」
を
担
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
先
端
研
究

セ
ン
タ
ー
  （1）

が
発
足
し
ま
し
た
。

学
部
と
セ
ン
タ
ー
が
密
に
連
携

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
も
充
実

　

神
戸
大
学
は
、
４
大
学
術
系
列
か
ら
な

る
10
の
学
部
と
15
の
大
学
院
、
研
究
所
や

法
学
と
経
営
学
の
２
つ
の
専
門
職
大
学
院
、

さ
ら
に
医
学
部
附
属
病
院
や
３
つ
の
機
構
、

多
く
の
セ
ン
タ
ー
群
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
は
「
医
学
研
究
科
医
療
創
成

工
学
専
攻
」
の
第
１
期
生
が
入
学
し
、
医

（1） ウェルビーイング先端研究センター
　現在、ウェルビーイングの推進に取り組む組
織が多く設立されているが、その大半が健康や
生きがいなど個人のウェルビーイングにのみ着
目している。個人のウェルビーイングの実現に
は、それを支える環境や地域などのウェルビー
イングを高めることが必要であるため、本セン
ターでは社会やグローバルなウェルビーイング
に着目。医学、心理学や健康医学を専門とする
研究者と、経済環境や自然環境の研究者が連携
し異分野共創研究に取り組んでいるのが特徴で
ある。健康領域研究部門、発達領域研究部門、
環境領域研究部門の３部門を擁し、国際的・学
際的な研究ネットワークを広げている。

（2） 数理・データサイエンス・AI教育
　全学部の１年生を対象にしている「データサ
イエンス基礎学」では、デジタル社会の「読
み・書き・そろばん」と言われる数理・データ
サイエンス・AIの基礎教育を提供。「リテラシー
レベル」と「応用基礎レベル」の二つが用意さ
れており、リテラシーレベルは、今後のデジタ
ル社会に必要な知識を身につけ、応用基礎レベ
ルは、数理・データサイエンス・AIを自らの専
門分野に応用するための基礎力が習得できるよ
う設計されている。どちらのレベルも修了者に
はオープンバッジが授与される。オープンバッ
ジは、世界的な技術規格に沿って発行されるデ
ジタル証明である。

（3） 神戸大学ファンド
　神戸大学は100％子会社「㈱神戸大学イノ
ベーション（KUI）」を設置。そのKUIの子会社
として㈱神戸大学キャピタルが発足。同社は、
今年１月31日、国立大学としては初めての民間
資金のみを活用した神戸大学ファンドを設立し
た。大手銀行や地銀など金融機関が出資、20億
円のファンドでスタート。神戸大学発のシーズ
を中心に支援していくが、他大学発あるいは研
究機関発のシーズであっても地方創生、地域活
性化に資するベンチャーであれば投資を行う。
大学を育んできた地元神戸、兵庫を中心に、日
本を活性化する起爆剤となるような投資活動を
行う。

（4） 『志』特別選抜
　グローバル社会の課題解決に挑戦する高い志
を持つ学生を見出すため、大学入学共通テスト
を課さず、高大接続卓越グローバル人材育成セ
ンターによる第１次選抜、各学部における最終
選抜を通して多面的・総合的に判断する。
https://www.edu.kobe-u.ac.jp/admc-info/
special.html

ン
の
推
進
体
制
を
強
化
し
、
戦
略
的
に
展

開
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
Ｄ
Ｘ
・
情
報
統

括
本
部
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
を
核
に
先
端
研
究
推
進

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
を
加
速

　

神
戸
大
学
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
研

究
大
学
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
が
優
れ
た
特
色
と

強
み
を
持
ち
、
お
互
い
に

密
な
連
携
を
し
て
、
新
規

性
の
高
い
独
創
的
、
学
際

的
な
教
育
・
研
究
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
国
際
的
に

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る

の
で
す
。
神
戸
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
医
療
産

業
都
市
地
区
で
は
、
統
合

研
究
拠
点
、
神
戸
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
・
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
、
国
際

が
ん
医
療
・
研
究
セ
ン

タ
ー
、
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
、
統
合
型
医
療

機
器
研
究
開
発
・
創
出
拠

点
、
神
戸
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な

ど
の
研
究
開
発
拠
点
が
集
積
し
、「
デ
ジ

タ
ル
バ
イ
オ
＆
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
）」
と
し
て
、

神
戸
大
学
の
新
し
い
科
学
技
術
革
新
基
盤

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
が
ん
医
療
・
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

藤
澤
学
長
が
医
学
研
究
科
長
（
腎
泌
尿
器

科
教
授
）
当
時
に
執
刀
医
と
し
て
国
産
初

の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
トhinotori

を
使
っ

た
１
例
目
の
手
術
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
医

工
連
携
に
注
力
し
て
お
り
、
わ
が
国
が
喫

緊
の
課
題
と
す
る
国
産
医
療
機
器
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
統
合
研
究
拠
点
で

は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
と

連
携
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
エ
ア

ロ
ゾ
ル
拡
散
モ
デ
ル
に
関
す
る
最
先
端
の

研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
環
境
問
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み

が
急
務
で
あ
り
、
日
本
で
唯
一
の
膜
工
学

の
総
合
的
研
究
開
発
拠
点
で
あ
る
「
先
端

膜
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
可
能
に
す
る

機
能
性
Ｃ
Ｏ
２
分
離
膜
や
、
水
資
源
の
有

効
利
用
に
必
要
な
高
機
能
水
処
理
膜
の
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
社
会
実
装

実
現
の
取
り
組
み
を
強
化
。
若
手
研
究
者

や
学
生
ら
の
起
業
家
精
神
を
養
う
た
め
に
、

起
業
部
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
起
業
部

は
、
神
戸
大
学
の
学
生
が
起
業
す
る
た
め

の
部
活
動
で
、
昨
年
５
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
１
月
に
は
、
国
立
大
学

と
し
て
は
初
の
民
間
資
金
１
０
０
％
の
神

戸
大
学
フ
ァ
ン
ド
  （3）

を
設
立
し
、
そ
の
資
金

を
活
用
し
、
知
を
価
値
化
す
る
大
学
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
を
加
速
化
さ
せ
て

い
ま
す
。

君
に
寄
り
添
い

君
と
と
も
に
未
来
を
創
る

　

神
戸
大
学
は
昨
年
、
創
立
１
２
０
周
年

を
迎
え
た
の
を
機
に
、
全
学
的
な
組
織

「
神
戸
大
学
校
友
会
」
を
設
立
、「One 

Kobe Fam
ily

」
と
し
て
、
神
戸
大
学
の

在
校
生
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
保
護
者
な

ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
交
流
し
結

束
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

知
と
人
を
創
る
異
分
野
共
創
研
究
教
育
グ

ロ
ー
バ
ル
拠
点
の
実
現
に
向
け
、
オ
ー
ル

神
戸
で
全
力
を
注
ぎ
、
次
世
代
を
支
え
る

優
秀
な
若
手
教
員
が
、
研
究
に
専
念
で
き

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
た
め
の
支
援
制

度
や
優
秀
な
若
手
教
員
が
輝
く
卓
越
教
員

制
度
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
女
性
の
教
員

雇
用
支
援
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
藤
澤
学
長
は
、
神
戸
大
学
を
目

指
す
若
者
に
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を

課
さ
な
い
『
志
』
特
別
選
抜
  （4）

を
実
施
す

る
な
ど
、
本
学
で
高
い
志
を
も
っ
て
学
修

に
励
み
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い

ま
す
。
未
来
を
思
考
す
る
鋭
い
感
性
、
判

断
力
と
思
考
力
、
そ
し
て
自
主
的
な
実
行

力
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
恵
ま
れ
た

立
地
を
背
景
に
素
晴
ら
し
い
教
育
・
研
究

環
境
を
備
え
た
神
戸
大
学
で
、
大
き
な
夢

を
も
っ
て
後
悔
の
な
い
学
生
生
活
を
、
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。
夢
を
見
れ
ば
見
る
ほ

ど
、
人
生
は
輝
き
ま
す
。
そ
し
て
、
大
き

な
志
は
、
き
っ
と
人
間
を
偉
大
に
し
ま
す
。

神
戸
大
学
は
、
愛
情
と
優
し
さ
を
も
っ
て

君
に
寄
り
添
い
、
君
と
と
も
に
未
来
を
創

り
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

神戸大学　

多くの医療機関や研究拠点が集まる神戸医療産業都市内にあり、この中で手術・内視鏡治療
を核に、次世代医療、新規医療機器の研究・開発を医工連携の基に進めています。

医学部附属病院国際がん医療・研究センター（ICCRC） ス
セ
ン
タ
ー
」
に
50
名
以
上
の
教
員
が
所

属
し
、
学
部
学
生
に
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
提
供
、
大

学
院
で
は
関
西
地
区
の
大
学
と
の
連
携
に

よ
り
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
内
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

149 卓越する大学 神戸大学 148


